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1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 計

感染症及び寄生虫症 30 36 30 47 43 40 30 37 38 29 48 45 453

新　生　物＜腫　瘍＞ 539 461 501 540 551 480 564 528 538 514 563 506 6,285

　うち、悪性新生物＜腫瘍＞ 512 445 479 526 535 470 545 505 523 479 543 492 6,054

血液及び造血器の疾患並びに免疫機構の障害 3 7 8 3 8 2 2 6 8 8 4 5 64

内分泌、栄養及び代謝疾患 56 37 36 35 38 23 40 24 38 44 20 37 428

精神及び行動の障害 46 38 37 35 43 36 41 48 48 37 44 55 508

神経系の疾患 106 100 78 76 72 75 67 71 91 89 79 116 1,020

眼及び付属器の疾患 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

耳及び乳様突起の疾患 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

循環器系の疾患 869 652 649 560 519 451 537 527 488 598 607 709 7,166

呼吸器系の疾患 429 337 325 262 268 242 252 257 280 300 308 361 3,621

消化器系の疾患 108 72 101 76 73 82 71 72 80 92 99 98 1,024

皮膚及び皮下組織の疾患 6 6 4 6 5 2 3 5 5 4 2 5 53

筋骨格系及び結合組織の疾患 23 17 21 18 18 13 13 19 21 23 16 18 220

腎尿路生殖器系の疾患 90 77 84 60 67 55 65 66 82 80 70 96 892

妊娠、分娩及び産じょく 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

周産期に発生した病態 0 0 2 0 0 0 0 0 0 3 0 0 5

先天奇形、変形及び染色体異常 1 3 5 1 2 1 4 3 3 3 3 2 31

異常検査所見等で他に分類されないもの 305 259 248 234 233 190 230 233 256 236 269 324 3,017

傷病及び死亡の外因 136 110 108 108 105 79 70 83 97 109 99 129 1,233

特殊目的用コード 293 91 34 13 17 22 28 48 47 39 43 48 723

死因
令和5（2023）年

令和5(2023)年　合計 26,743

厚生労働省「人口動態調査」より

令和5年群馬県の死因別死亡数



脳卒中・心臓病等総合支援センター (概要図)

急性期医療の実践

がん相談室
緩和ケア相談室

リハビリテーション病院・施設

地域医療機関, かかりつけ医、歯科医

患者相談・支援窓口
(ICTセンターのシステムも活用)

二次予防啓発
就労
介護
福祉
等支援

専門医が不在の地域で
オンライン診療の促進

地域・医療機関の包括的支援

心不全情報のアプリ化

群馬県・群馬県保健医療計画会議との連携

群馬大学病院
脳卒中・心臓病等総合支援センター

研修・勉強会の開催
（パンフレット・手帳等作成）

急性期医療機関

群馬大学
ICTセンター

より良い施策の模索

情報共有

情報共有・連携

群馬県のレジストリー構築
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脳卒中・心臓病等総合支援センターの役割

• 脳卒中超急性期医療連携
• 急性冠症候群医療連携
• 解離性大動脈など大血管緊急症に対
する連携

• 希少疾患の治療、遺伝子解析など
• 科をまたいだ連携・多職種カンファ

急性期・慢性期医療の充実

⚫ 連携施設の拡充
⚫ 脳卒中、急性心筋梗塞、心不全連携パスを
作成し、県内で悉皆性を持った医療を行う

⚫ 患者会の支援（肺高血圧症で実践ずみ）
⚫ 患者支援窓口など社会復帰を支援する
⚫ 遺伝性疾患、希少疾患の啓発・治験

大学病院ならでは高度医療の実践、緊急手術対応、インフラ整備

• 心不全療養指導士の育成
• 様々な分野からなるチームを構成し、
疾患枠を超えて脳卒中と心臓病に対
しての知識や緩和ケアについてを習
得。

⚫ かかりつけ医に対する講習会・勉強会
開催

⚫ ICTの活用
⚫ Youtubeによる配信
⚫ 多国語による疾患・検査・治療説明動
画を作成、広く周知する。

• 群馬県脳卒中手帳
• 群馬県心不全手帳
• 県公式アプリ「G-WALK+」
• アプリによる記録入力実装

教材・パンフレット・ICTシステムの活用

⚫ 県内全域への手帳周知と配布
⚫ アプリの宣伝とその活用
⚫ レジストリ―構築による臨床研究
⚫ ICTシステムにより診療（専門医不在地域
への支援）

患者支援に、これまでの実績に加え、新時代に向けた新たなツール活用

群馬県
群馬県保健医療計画会議
・地域医療機関との連携

患者診療・支援

患者相談・支援窓口の充実
がん診療連携拠点病院で培ったノウハウを、脳卒中・心臓病にも生かす

地域の医師、住民に対する勉強会

キャラクター
ぐんまのうしん君



4. 脳卒中相談窓口連携会議の開催

1. 群馬大学における”ぐんまのうしん”ホームページ開設

2. 脳卒中・心臓病などに関する教育・啓発活動

世界脳卒中デー 上毛新聞へ脳卒中記事掲載

健康と医療を考える 県民講演会

心臓病患者に対するACP勉強会

3. 群馬脳卒中救急医療ネットワーク（GSEN）

2024/11/26 GSEN全体会での説明

ハートの日 上毛新聞へ啓発記事掲載

脳卒中における意思決定支援研修会

意思決定支援研修会の１コマ5. 群馬心不全地域連携協議会との共同活動

多数の動画作成：心不全療養指導士受験者むけ動画など

6. 心不全療養指導士養成事業

群大に於いて2024年度に新たに7名合格し、13名の心不全療養指導士が活躍

7. 日本循環器学会とコラボ：ご当地キャラカーニバルinぐんま

すわん君とのうしん君が、禁煙啓発

2024年度の当センター（ぐんまのうしん）の様々な活動



7. ハートの日、脳卒中の日、脈の日などで、県庁昭和庁舎、臨江閣のライトアップ

1. 「高血圧の日」イベント（県庁32階）(5月25日)

3. 講演会「脳血管を守って認知症対策」 (7月31日)

4. 講演会「近年の医師国家試験対策から考える循環器疾患の教え方」(8月21日、11月13日 )

8. 上毛新聞などを通じた啓発活動 (8月10日ハートの日、10月29日脳卒中の日)

6 健康と医療を考える 県民講演会（川場村 10月26日、道の駅「赤城」 11月30日)

2025年度の当センター（ぐんまのうしん）の様々な活動

2. ACP「いきかたノート」の作成→院内倫理審査通過し、活用開始。ACP講演会 (7月9日)

11. 国内外での啓発活動

9. 脳卒中療養相談士・心不全療養指導士・心臓リハビリテーション指導士養成事業

5 元気県ぐんま 家庭血圧チャレンジ～県民講演会（渋川市にて高血圧啓発市民公開講座）(10月21日)

10. 日本循環器学会とコラボ：ご当地キャラカーニバルinぐんま



群馬大学医学部附属病院脳卒中・心臓病等総合支援センターウェブサイトご紹介

2024年9月1日に
開設しました！



群馬大学医学部附属病院脳卒中・心臓病等総合支援センターウェブサイトご紹介

日常に役立つコラムや、疾患について
の解説コーナーもあります



•
ぐんまのうしんのホームページは

6か国語（日本語、英語、ポルトガル語、スペイン語、
中国語、韓国語）に対応しています。

「栄養士のつぶやき」、「おくすりコラム」、
「ACPって何？」などのシリーズもあります。



当センターWebサイトのアクセス動向
2024年8月- 2026年２月

赤：ページビュー（PV）：75,808

青：ユニークIP数：31,162



アクセスの月別推移

・イベント・テレビ放映・ゆるキャラ総選挙などで急増
・全体として右肩上がりの成長傾向

当センターのWebサイトは、
2024年秋以降、アクセス数が右肩上がりに増加しています。
医療従事者向けツール紹介やNHK番組連携などを契機に、一般市民・医療関係
者双方からの注目が高まりました。
今後も、信頼性の高い医療情報発信を通じて地域医療連携をさらに推進してい
きます。

月 ページビュー（PV） ユニークIP数

2024年11月 約2,500 約650

2025年3月 約3,500 約1,000

2025年8月 約5,200 約2,500

2026年1月 約7,700 約4,600



上毛新聞2025年3月9日



資材の活用



他学からの講演依頼も！

循環器疾患患者に
「いきかたノート」の作成



・2025年1月17日（金） ACP講演会
栁川 まどか 先生（名古屋大学化学療法部（老年内科専門医・指導医））

・2025年2月7日（金） 「脳卒中患者の意思決定支援研修会」
宮本 享 先生
（京都大学附属病院脳卒中療養支援センター・もやもや病支援センター長）
藤井 由記代 様
(森之宮病院 MSW)

・2025年3月17日（月） ACP講演会
近藤 誠 先生（利根中央病院循環器内科） 「生き方手帳」の実際
佐藤 勝彦様（富岡消防署妙義分署警防第2係長）ACPと消防の関わりについて

・2025年7月9日（水） ACP講演会
小板橋紀通先生「高齢者心不全治療と人生会議(ACP)―そのひとらしさを考えて―」
松村恵子看護師「循環器疾患患者に「いきかたノート」を使用してー看護師の視点ー」

ぐんまのうしん主催ACPなどの勉強会





2008年4月 日本脳卒中協会の群馬県支部が設立

年１回群馬県内の都市を回って脳卒中の予防や治療に関する講演を行う市民公開講
座を開催することとなり、GSENの市民啓発ワーキンググループが活動を支援。

市民公開講座には600人以上が参加することもある。

ザスパクサツ群馬のホームゲームにブースを出して血圧測定などを行い、脳卒中予
防の横断幕を持って場内一周し、中年以降の方だけでなく、若い世代のサポーター
にもアピール。

群馬脳卒中救急医療ネットワーク
GSEN＝Gunma Stroke Emergency Network



SCPA Japan 群馬県支部の発足（2025年4月）

◯ 2025/3/25 第1回SCPA-Japan群馬県支部会開催

SCPA-Japanの結成経緯と活動目的の説明

群馬県内の各職種における脳卒中患者支援問題アンケート調査

日本脳卒中協会群馬県支部との共同

脳卒中患者同士、家族同士が繋がる会（脳卒中サロン）に関する

群馬県言語聴覚士会
群馬県薬剤師会
群馬県作業療法士会
群馬県医療ソーシャルワーカー協会
日本脳神経看護学会 関東地方部会
群馬県理学療法士協会
群馬県病院薬剤師会
群馬県病院薬剤師会
群馬県病院薬剤師会
群馬県栄養士会
日本脳卒中協会群馬県支部
日本脳卒中協会群馬県支部
群馬県介護支援専門員協会
群馬県精神保健福祉士会

SCPA-Japan 群馬支部の構成

◯ 2025/6/6 第2回SCPA-Japan群馬県支部会開催

※ Stroke Care Professionals Association Japan

就労支援を目指した両立支援調査の具体的な説明

→ 慢性期および生活期に達した脳卒中患者と家族の支援

→ 群馬県内で慢性期・生活期の脳卒中患者に関わる多職種の連合

SCPA Japan





血管をいたわることは認知症・心臓病・脳卒中から身を守ること

・高血圧
・糖尿病
・脂質異常症
・肥満
・喫煙

認知症

心臓病脳卒中

動脈硬化を促進
する危険因子





脳卒中患者の意思決定支援研修会

• 重症脳卒中における生命倫理について

• 脳卒中特有の課題を踏まえた終末期ガイドライン策定について

• 脳卒中維持期における緩和と療養・意思決定に関する提言について

• 比較的軽症の脳卒中患者への就労支援・意思決定支援について

• 患者さんや家族同士が支え合う『脳卒中サロン』の動画共有

→患者さんの就労に対する支援不足を訴える生の声

脳卒中患者さんとそのご家族は、発症後も後遺症とともにずっと生活を続けていかなけれ
ばならない。患者さんと家族をサポートするためには意思決定支援の流れを途切れさせな
い多職種連携の努力が必要不可欠である、というメッセージを共有。



ホームページは、海を越えて・・・



（海外からの取材：URLの多国語対応が効果あった可能性）

KBS（韓国国営放送）「生老病死の秘密」
（韓国を代表する医学ドキュメンタリー番組）からの取材

“睡眠”の重要性と“睡眠時無呼吸症候群”の脳卒中・心疾患に対するリスクについての話題



応募領域 医療・ヘルスケア 

将来的に実現
したい構想
 （ビジョン） 

群馬県内における悉皆性ある心臓検診の実現と、心不全の早期発見による健康寿命延伸
と心疾患死亡率の抑制 

本補助事業期間 
における到達目標

超聴診器のドックにおける有用性の確認と、心不全早期発見の実証 
心音データからの解析結果と、心臓超音波検査との一致度・補完性の確認 
実運用時の検査時間、スタッフ負荷、フロー定義など、社会実装条件の明確化

事業実施の背景 医療過疎や感染症流行下での診療困難を背景に、超聴診器が開発された。
心疾患の早期治療により心不全など心臓のイベントが減少することが期待される。
群馬県は循環器疾患による死亡者数が多く、心不全早期発見に対する施策が必要である。
2025年3月には日本循環器学会ならびに日本小児循環器学会より「学校心臓検診のデジ
タル化に関する提言」が発出。

地域にどのようなイノ
ベーションをもたらす
か

ドックや健診段階での診断補助により、心臓死予防と健康寿命延伸に繋がる。
本事業からの知見を応用し、「DXを活用した心臓病早期発見モデル県」へ。

実証または実装の具体
的内容

群馬中央病院でドック受診者に対して超聴診器を使用した心臓検診を行う。
AI解析による診断補助で判定がCDだった際には精密検査を行う。
小中学校心臓検診へ展開

令和7年度ぐんま未来共創トライアル補助金事業（群馬県庁）採択
ーデジタル聴診器を使用したドックでの実用化ー





我々の想定する群馬の社会課題

AMI本コンソーシアムでは「超聴診器」を開発した 社と群馬大学の共同研究により、「超聴診
AI 遠隔器」に を導入し、 診断補助を可能にするテクノロジーを研究開発

✔ 群馬県の死因別死亡者数において、循環器系疾患による死亡が最多
✔ 特に心不全による死亡者数増加が顕著な傾向にある（いわゆる心不全パンデミック）

✔ 群馬県の健康寿命延伸に無症候性・無症状のうちから心不全早期発見に対する施策が求められ
ている

✔ 「学校心臓検診のデジタル化に関する提言」では、学校における心臓検診の業務の質を落とさ
DXず効率的に実施するための 化が望まれている

「超聴診器」
AMI社が開発した感染症流行中によって通院を控える人・医療過疎地域で生活し通院が難しい
高齢者に対して離れた場所からでも聴診を可能にした聴診器（特願2016-242407）



上毛新聞2025 3 9年 月 日



群馬大学医学部附属病院脳卒中・心臓病等総合支援センター

脳卒中・心臓病予防の血圧管理キャンペーンを
群馬県内で実施中！





渋川市育都推進部健康増進課健康推進係の
全面的協力で渋川市で高血圧対策を開始



食を絡めた脳卒中・心臓病対策も力を入れています
※群馬大学では、2025年食健康科学研究科が開校しました。

・心不全療養指導士の資格を持ったメンバーである管理栄養士から、減塩みそ汁実演（県庁にて)
・メンバーである摂食嚥下障害認定看護師を講師とした勉強会

など



1)群馬大学大学院医学系研究科口腔顎顔面外科学講座・形成外科学講座
2)榛名荘病院 歯科

, , 浅見 拓哉1,2) 金 舞1), 町田 知史子1) 横尾 聡1,2)

, , 成清 裕子2) 原田 規子2) 赤松 恭子2)

お口から元気！長生き！

健康と医療を考える。
群馬大学医学部附属病院 脳卒中・心臓病等総合支援センター

オーラルケアから、脳卒中・心臓病対策

・メンバーである口腔外科・歯科医師を講師とした県民向けの講演



ぐんまのうしん君は、日本循環器学会「すわん君」とのコラボによる広報も行ってます。



県庁の方との懇談会が増加

のうしん活動を通じて、県庁の様々なイベントに参加するようになりました。
写真は、新たに入局した循環器内科の先生方と県幹部の方と歓談の風景です。





病院ゆるキャラ総選挙
2025

第３位入賞！



これまでの事業で見えた成果と課題

【課題】

• 窓口や、メールでの相談件数がまだ低調である

• 県内すべてに対する広報活動がまだできていない可能性がある

【解決策】

• 各医療圏において、中核病院に同様の役目を担っていただく必要がある

【成果】

• 脳卒中・心臓病予防の啓発活動が活発になった

• 他自治体と比較し、県庁など自治体と共同で活動がなされることが多い

• 県・国をまたいで事業をアピールできるようになった



3月9日脈の日・8月10日健康ハートの日
群馬県庁昭和庁舎など赤でライトアップ



10月29日世界脳卒中の日 重要文化財臨江閣ライトアップ
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